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 サバーファームでは、

お正月を楽しんでもら

おうと 2004 年から毎

年、葉牡丹で干支を描い

ています。今年は、斜面

一面の葉牡丹で描かれ

た辰が新年を祝ってい

ます。 
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         年頭にあたって 

会長 中谷 清 

 

新年明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、健やかに新春を

お迎えのこととお慶び申し上げます。 

また、日ごろより本市農業委員会活動に

ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、昨年を振り返りますと 7月には西

板持地区を中心に栽培されてきた海老芋

が「富田林の海老芋」として、ＧI（地理

的表示）登録されるという喜ばしいできご

とがありました。農作物としては大阪府内

で初めての登録となるそうです。 

一方では、近年の国際情勢の変化にとも

なう原油価格の高騰、円安などを背景にし

た肥料価格の高騰は引き続き農業に大き

な影響を及ぼしました。また、本市におい

ても高齢化や人口減少等にともなう農業

従事者の減少や耕作放棄地の拡大等の課

題が山積しており、農業を取り巻く環境は

厳しさが一層増している状況にあります。 

そのような中、地域の話し合いにより、

農地の集積・集約化などめざすべき将来の

農地利用の姿を明確化し、地域の共通の目

標となる「地域計画」の策定が市町村に義

務化され、これにともない全国の農業委員

会においても 10 年後にめざすべき農地利

用の姿である「目標地図」の素案の作成が

求められています。富田林市農業委員会と

しましても各農業委員・農地利用最適化推

進委員を中心に、農業者・後継者の皆様、

関係各機関の皆様等のご協力を得ながら

「目標地図」の素案の作成に取り組んでま

いりますので、皆様のご協力を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

結びに、本年も皆様がご健勝でご多幸で

ありますよう心からお祈り申し上げ、新年

のごあいさつとさせていただきます。 

 

 

        

         新年を迎えて 

市長 𠮷村 善美 

 
 
皆様におかれましては輝かしい新年をお

迎えのこととお慶び申し上げます。 

農業委員、農地利用最適化推進委員並びに

農業者の皆様には、日頃より市政全般、とり

わけ農業振興分野におきまして、多大なご支

援・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、依然として続く穀物や原油価格の高

騰、為替レートの円安基調などによる各資材

をはじめとした物価高騰は日本経済に大き

な影響を与えています。 

これを受けて本市におきましては、昨年肥

料価格高騰等の影響を受けた農業者を対象

とした支援対策として、農業者肥料価格高騰

等対策支援給付金を支給させていただいた

ところです。 

また、地域の農業者の減少とそれに伴う耕

作放棄地の拡大対策として、地域が目指すべ

き将来の農地利用の姿を明確化・明文化した

「地域計画」を定めることが義務付けされま

した。本市におきましても、地域で検討を重

ねていただいた結果をもとに、地域共通の目

標となる「地域計画」の策定や、農業を取り

巻く様々な課題解決に、積極的に取り組んで

いきたいと考えています。 

私は「農のこころ」は郷土・富田林の「こ

ころ」であるとともに、持続可能な将来の富

田林づくりに不可欠の「こころ」であると信

じております。 

将来の富田林の農業を守り、明るい未来を

創っていくためにも、市民の皆さまとともに

力を合わせて、「人と仕事と環境を育む農業

都市・富田林市」の実現に向け全力で取り組

んでまいりますので、一層のご支援ご協力を

お願いいたします。 

結びに、本年が皆様にとりまして実り多い

一年になりますことを心より祈念申し上げ、

年頭のご挨拶といたします。 
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題
で
あ
る
た
め
か
、
皆
さ
ん

関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
お
ら

れ
た
様
子
で
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

保
ち
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ

が
り
、
浅
岡
さ
ん
か
ら
は
、

動
機
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
良

い
が
、
何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。 

昼
食
会
の
際
に
は
、
本
市

産
海
老
芋
を
使
っ
た
コ
ロ
ッ

ケ
も
提
供
さ
れ
、
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

富
田
林
市
農
業
祭 

今
回
は
西
板
持
の
浅
岡
農

園
さ
ん
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
現
地

を
見
学
し
た
後
、
場
所
を
会

議
室
に
移
し
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
に
浅
岡

農
園
の
浅
岡
弘
二
さ
ん
よ
り

家
業
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た

経
緯
、
こ
れ
ま
で
の
試
行
錯

誤
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
か
に
後
継 

者
を
育
て
る
か
が
共
通
の
課 

     

11
月
23
日
（
木
）
、
石
川

河
川
敷
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
富
田
林
市
農
業
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
会
場
を
訪
れ
、
本
市

産
の
白
菜
、
大
根
、
み
か
ん 

       

11
月
1
日
（
水
）
、
兵
庫

県
洲
本
市
農
業
委
員
会
の
齋

藤
文
拓
会
長
を
は
じ
め
26
名

の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が

富
田
林
市
を
訪
れ
、
交
流
事

業
を
行
い
ま
し
た
。 

本
市
農
業
委
員
会
と
洲
本

市
農
業
委
員
会
は
昭
和
54

年 

       

に
あ
げ
、
農
業
算
出
額
の
総

額
に
対
し
て
、
6
割
以
上
の

水
準
の
農
業
予
算
を
政
府
が

支
出
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
で
も
4
割
以

上
と
な
っ
て
い
る
（
こ
れ
に

対
し
て
日
本
で
は
27
％
）
。

農
業
と
い
う
産
業
は
半
分
前

後
が
国
費
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
お
り
、
先
進
国
の
常
識

で
は
半
分
程
度
は
「
政
府
事

業
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。 

  

姉
妹
農
業
委
員
会

交
流
事
業 

10
月
25
日
（
水
）
令
和
５

年
度
大
阪
府
農
業
員
会
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
で
は
、
担
い
手
が
求

め
る
支
援
施
策
の
実
施
や
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

抜
本
的
な
見
直
し
と
、
関
連

施
策
の
拡
充
に
関
す
る
要
請

決
議
や
地
域
農
業
の
活
性
化

の
実
現
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
が
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

第
2
部
は
、
京
都
大
学
大

学
院
教
授
の
藤
井
聡
氏
が

「
食
料
安
全
保
障
と
農
業
委

員
会
へ
の
期
待
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
さ
れ
、
食
料
自

給
率
の
向
上
は
有
事
・
平
時

を
問
わ
ず
重
大
な
意
味
を
も

つ
こ
と
か
ら
、
多
く
の
国
で

自
給
率
向
上
に
向
け
て
国
費

が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
。
米
国
や
ス
イ
ス
を
例 

     

 

    

 

な
ど
の
安
く
て
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
を
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。 

ま
た

4
年
ぶ
り
と
な
る

本
市
特
産
品
の
海
老
芋
が
入

っ
た
豚
汁
や
「
奇
跡
の
復
興

米
」
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
が

来
場
者
に
振
舞
わ
れ
る
な

ど
、
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
大

盛
況
で
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
は
農
業
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ま
た

洲
本
市
と
の
姉
妹(

友
好)

提

携
の
広
報
の
た
め
、
淡
路
島

産
の
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。 

              

令
和
５
年
度 

農
業
委
員
会
大
会 

年
、
両
市
の
農
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
全

国
で
初
め
て
姉
妹
（
友
好
）

提
携
を
結
び
、
以
降
今
日
ま

で
姉
妹
農
業
委
員
会
と
し
て

定
期
的
な
情
報
交
換
や
相
互

訪
問
等
を
重
ね
て
い
ま
す
。 
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【
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら

広
く
加
入
い
た
だ
け
ま
す
】 

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る 

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保

険
者
（
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）
で
、 

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
。 

※
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
も
加
入
で
き
ま
す
。 

【
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年

金
で
す
】 

 

加
入
者
の
積
み
立
て
た
保

険
料
と
そ
の
運
用
益
を
合
わ

せ
た
額
に
よ
り
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
事
後
的
に
決
ま

る
「
積
立
方
式
・
確
定
拠
出

型
」
の
年
金
で
す
。 

【
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決

め
ら
れ
ま
す
】 

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金 

  

農 

業 

者 

年 

金 

【
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
】 

 

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
た
「
意
欲
あ
る

担
い
手
」
に
は
、
保
険
料
（
月

額
2
万
円
固
定
）
の
2
割
、

3
割
、
5
割
の
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す
（
最
大
で
20
年
）。 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

農
業
者
年
金
基
金
専
門
相
談
員 

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９) 

 

ま
た
は 

農
業
者
年
金
基
金
企
画
調
整
室 

(

０
３
―
３
５
０
２
―
３
９
４
２) 

 

10
月
１
日
付
け
で
職
員

の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
、

農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
の

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
新
任
】 

次
長 

和
田 

孝
之 

主
幹 

花
岡 

武
司 

【
異
動
】 

次
長 

山
中 

敬
之 

 

 

都
や
東
京
の
料
亭
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
市

産
の
特
徴
は
他
産
地
よ
り
大

き
い
こ
と
や
、
高
難
度
な
土

寄
せ
作
業
に
よ
り
き
れ
い
な

湾
曲
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

   

本
市
の
西
板
持
地
区
を
中

心
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
海
老

芋
が
昨
年
7
月
「
富
田
林
の

海
老
芋
」
と
し
て
農
作
物
と

し
て
は
府
内
で
初
め
て

G

I
（
地
理
的
表
示
）
登
録
さ

れ
ま
し
た
（
登
録
生
産
者
団

体
は
富
田
林
市
海
老
芋
振
興

協
議
会
）。
簡
単
に
言
う
と
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
こ
と
で
、
そ

の
名
称
を
知
的
財
産
と
し
て

保
護
す
る
た
め
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

海
老
芋
は
湾
曲
し
た
形
状

と
縞
模
様
が
海
老
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
が
そ
の
由
来
と

さ
れ
て
お
り
、
粘
り
気
が
あ

り
、
優
れ
た
風
味
と
少
し
の

甘
み
、
煮
く
ず
れ
し
な
い
点

が
特
徴
と
な
り
ま
す
。
高
級

食
材
と
し
て
京
料
理
を
は
じ

め
和
の
食
材
の
代
表
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
産
の
海
老
芋 

は
そ
の
品
質
の
良
さ
か
ら
京 

人

事

異

動 

全国農業新聞 

見やすく！分かりやすく！充実した 

農 業 ・ 農 村 の 情 報 を 届 け ま す 

🔷発行日／毎週金曜日 

🔷購読料／月額 700 円（税・送料込） 

🔷申込先／農業委員会事務局 

 

の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料

は
月
2
万
円
（
35
歳
未
満
で

政
策
支
援
加
入
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
は
1
万
円
）
か
ら

6
万
7
千
円
の
範
囲
内
で
、

千
円
単
位
で
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
農
業
経
営
の
状
況

等
に
合
わ
せ
て
、
い
つ
で
も

見
直
し
が
可
能
で
す
。 

【
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の

保
証
つ
き
】 

 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま

す
。
仮
に
加
入
者
・
受
給
者

が
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老

齢
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当

す
る
額
が
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
税
制
上
の
優
遇
措
置
】 

 

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
控
除
の
対
象
。

所
得
税
や
住
民
税
等
の
節
税

に
つ
な
が
り
ま
す
。
支
払
っ

た
保
険
料
の
15
～
30
％
程 

が
節
税
に
な
り
ま
す
。 

富
田
林
の
海
老
芋

が
Ｇ

I
登
録 

 


